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第
３
回
定
例
会
で
は
、「
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」な
ど
、15
議
案

が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と

お
り
可
決
・
同
意
・
認
定
し
ま
し
た
。（
採
決
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

９月定例会
９月１日～９月29日

安
全
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
に

安
全
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
に

常
任
委
員
会
か
ら
要
望
指
摘
事
項
を
市
長
に
提
出

常
任
委
員
会
か
ら
要
望
指
摘
事
項
を
市
長
に
提
出

令
和
４
年
度
決
算
認
定

◆
財
産
の
取
得

Ｑ　

平
成
29
年
３
月
に
道
路
交

通
法
の
運
転
免
許
制
度
が
改
正

さ
れ
、普
通
自
動
車
運
転
免
許

で
運
転
で
き
る
車
両
の
総
重
量

が
５
ト
ン
未
満
か
ら
３
・
５
ト

ン
未
満
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　

改
正
後
に
普
通
自
動
車
免
許

を
取
得
し
た
人
が
消
防
団
に
入

団
し
た
場
合
、今
回
取
得
す
る

総
重
量
が
約
５
ト
ン
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、そ
の
対
策
は
。

Ａ　

今
後
消
防
団
と
協
議
を
行

い
、運
転
免
許
制
度
改
正
後
に

普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
た

団
員
も
運
転
で
き
る
３
・
５
ト

ン
未
満
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
導
入
や
、現
在
の
消
防
ポ
ン

主
な
議
案
審
議

プ
自
動
車
を
運
転
で
き
る
準
中

型
自
動
車
免
許
の
取
得
に
対
す

る
補
助
金
制
度
を
創
設
す
る
な

ど
の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

Ｑ　

市
税
等
納
税
促
進
事
業
費

シ
ス
テ
ム
更
新
改
修
等
委
託
料

の
改
修
内
容
は
。

Ａ　

令
和
６
年
度
当
初
か
ら
市

民
税・県
民
税
の
普
通
徴
収
分
と

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
へ

の
二
次
元
コ
ー
ド
の
印
字
に
対

応
す
る
た
め
、５
年
度
中
に
シ
ス

テ
ム
改
修
を
行
う
も
の
。

Ｑ　

新
規
事
業
と
な
る
学
校
安

全
総
合
支
援
事
業
を
実
施
す
る

経
緯
は
。

Ａ　

本
事
業
は
、今
後
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震
災

害
な
ど
に
備
え
た
実
践
的
な
防

災
教
育
を
進
め
る
た
め
の
文
部

科
学
省
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

県
が
そ
の
委
託
を
受
け
、県
内

モ
デ
ル
地
域
の
市
、拠
点
校
を

選
定
す
る
も
の
で
あ
る
。狭
山

市
で
は
、一
級
河
川
で
あ
る
入

間
川
に
隣
接
し
て
い
る
地
理
的

な
要
因
な
ど
か
ら
、入
間
川
中

学
校
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

申
請
し
、決
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

Ｑ　

ウ
ィ
ッ
グ
等
購
入
費
助
成

金
60
万
円
の
補
正
額
の
根
拠
は
。

Ａ　

本
事
業
は
、が
ん
患
者
の

外
見
上
の
ケ
ア
、い
わ
ゆ
る
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
経
済
的
な

支
援
を
目
的
に
、ウ
ィ
ッ
グ
や

胸
部
補
整
具
な
ど
の
購
入
費
用

に
対
す
る
助
成
を
本
年
度
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

補
正
金
額
の
根
拠
は
、こ
れ

ま
で
の
申
請
実
績
を
踏
ま
え
、

年
間
の
申
請
件
数
を
ウ
ィ
ッ
グ

70
件
、胸
部
補
整
具
30
件
、助
成

金
額
を
１
０
０
万
円
と
試
算
し
、

当
初
予
算
額
の
40
万
円
を
引
い

た
60
万
円
を
補
正
予
算
と
し
て

要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

令
和
４
年
度
の
市
民
の
平

均
所
得
は
、ピ
ー
ク
時
と
比
較

し
て
ど
の
程
度
な
の
か
。

Ａ　

４
年
度
の
個
人
市
民
税
の

決
算
に
お
け
る
納
税
義
務
者
の

平
均
所
得
金
額
は
約
３
０
０
万

円
で
あ
り
、対
前
年
度
比
約

３
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

ピ
ー
ク
時
の
平
均
所
得
金
額

は
平
成
19
年
度
の
３
４
９
万
円

台
で
あ
り
、所
得
金
額
へ
の
算

出
方
法
が
変
更
と
な
っ
た
た
め

正
確
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、

ピ
ー
ク
時
か
ら
は
約
49
万
円
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

一
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Ｑ　

個
人
市
民
税
の
納
税
義
務

者
の
所
得
階
層
別
の
人
数
、割

合
と
前
年
度
比
は
。

　

ま
た
、前
年
度
か
ら
の
変
化

の
要
因
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

所
得
階
層
を
５
段
階
に
分

け
て
試
算
す
る
と
、所
得
金
額

２
０
０
万
円
以
下
は
３
万
１
８

７
１
人
、構
成
割
合
は
全
体
の

40・2
％
、前
年
度
比
１
９
２
人
、

０
・
48
ポ
イ
ン
ト
の
減
で
あ
る
。

２
０
０
万
円
を
超
え
４
０
０
万

円
以
下
は
２
万
９
９
８
６
人
、

37・８
％
、前
年
度
比
１
８
６
人
、

０・01
ポ
イ
ン
ト
の
増
で
あ
る
。

４
０
０
万
円
を
超
え
７
０
０
万

円
以
下
は
１
万
３
４
５
０
人
、

17
％
、前
年
度
比
３
５
４
人
、０・

35
ポ
イ
ン
ト
の
増
で
あ
る
。
７

０
０
万
円
を
超
え
１
０
０
０
万

円
以
下
は
２
８
０
３
人
、３
・
５

％
、前
年
度
比
77
人
、０
・
08
ポ

イ
ン
ト
の
増
で
あ
る
。
所
得
金

額
１
０
０
０
万
円
超
え
は
１
２

４
１
人
、１
・
６
％
、前
年
度
対

比
49
人
、０
・
05
ポ
イ
ン
ト
の
増

で
あ
る
。

　
僅
か
で
は
あ
る
が
、４
０
０
万

円
を
超
え
７
０
０
万
円
以
下
の

区
分
を
中
心
に
所
得
金
額
が
高

い
区
分
へ
人
数
割
合
が
推
移
し

て
お
り
、こ
の
こ
と
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
制
限
さ
れ
て
い
た

経
済
活
動
が
回
復
基
調
に
あ
る

中
で
、主
に
給
与
所
得
が
増
加

し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

一
般
会
計
歳
出

Ｑ　

狭
山
市
の
令
和
４
年
度
の

生
活
保
護
受
給
者
の
世
帯
数
と

前
年
度
比
の
状
況
は
。ま
た
、保

護
率
に
つ
い
て
、狭
山
市
、国
、

埼
玉
県
、近
隣
市
の
状
況
は
。

Ａ　

４
年
度
の
生
活
保
護
受
給

者
の
世
帯
数
は
８
４
５
世
帯
、

３
年
度
は
７
８
５
世
帯
で
、増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
護
率
は
、狭
山
市
が
０
・
66

％
、国
が
１
・
63
％
、埼
玉
県
が

１
・
34
％
と
な
っ
て
い
る
。近
隣

市
は
県
の
速
報
値
と
な
る
が
、

川
越
市
が
１
・
19
％
、所
沢
市
が

１
・
44
％
、入
間
市
が
０
・
92
％
、

飯
能
市
が
１
・
09
％
、日
高
市
が

１
・
01
％
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

令
和
５
年
３
月
１
日
と
４

月
１
日
時
点
の
保
育
所
な
ど
の

待
機
児
童
数
は
何
人
か
。

Ａ　

３
月
１
日
の
待
機
児
童
数

は
１
１
８
人
で
あ
り
、４
月
１

日
は
７
人
で
あ
る
。

Ｑ　

過
去
３
年
間
の
び
ん
・
缶
、

古
紙
・
古
布
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
と
再
生
利
用
率
は
。

Ａ　

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、令
和

２
年
度
が
24
・
４
％
、３
年
度
が

23
・
９
％
、４
年
度
が
23
・
０
％

で
あ
る
。

　

再
生
利
用
率
は
リ
サ
イ
ク
ル

率
に
焼
却
灰
の
資
源
化
を
含
め

た
も
の
で
あ
り
、２
年
度
が
33
・

０
％
、３
年
度
が
32
・
５
％
、４
年

度
が
31
・
６
％
で
あ
る
。

Ｑ　

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
に

対
す
る
市
民
団
体
や
住
民
か
ら

の
意
見
の
中
で
、一
番
大
き
な

も
の
と
し
て
は
、現
計
画
の
安

全
対
策
の
問
題
が
あ
る
が
、市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
図
っ

た
の
か
。

Ａ　

東
西
の
駅
前
広
場
、駅
の

橋
上
駅
舎
化
と
東
西
自
由
通
路

を
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、歩
車
分
離
が
整
っ
た
安

全
な
交
通
環
境
が
整
う
。

　

ま
た
、南
北
双
方
の
危
険
な

踏
切
を
渡
る
こ
と
な
く
、エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
よ
り
、駅
の
東
西
を
歩
行
者

が
安
全
に
移
動
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
末
の
本
線
部

の
用
地
取
得
状
況
は
、47
筆
、

９
８
０
４
・
86
平
方
メ
ー
ト
ル

で
用
地
取
得
率
は
約
76
％
、排

水
経
路
部
の
用
地
取
得
状
況

は
、15
筆
、２
０
１
９
・
57
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、用
地
取
得
率
は

約
48
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
線
の
工
事
で
は
、６
年
度

予
定
の
ガ
ス
管
、水
道
管
の
埋

設
工
事
に
先
駆
け
、造
成
工
事

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、雨
水

管
築
造
工
事
を
発
注
す
る
な

ど
、８
年
度
末
の
供
用
を
目
途

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

教
職
員
で
、１
か
月
以
上

の
長
期
の
病
気
休
暇
や
休
職
を

し
て
い
る
人
数
は
。

　

ま
た
、そ
の
期
間
、教
員
の
代

替
確
保
は
で
き
て
い
た
の
か
。

Ａ　

令
和
４
年
度
の
当
該
教
職

員
は
13
名
で
あ
る
。

　

県
費
負
担
教
職
員
が
長
期
休

暇
な
ど
を
す
る
場
合
、県
が
代

替
教
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
な

る
。４
年
度
に
お
け
る
代
替
教

員
は
最
終
的
に
確
保
で
き
た
が
、

県
費
発
令
ま
で
に
時
間
を
要
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、県
費
発
令

ま
で
の
期
間
に
、市
費
発
令
の

代
替
教
諭
を
配
置
し
て
対
応
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。


